
中学生

（年代別１位） （年代別最下位）
－6.5 －69.3

高校生

①推奨意欲（市の魅力を推奨する意欲）
②参画意欲（地域活動へ参画する意欲）
③感謝意欲（地域で活動する人へ感謝する意欲）
を定量化したもの

市内の中学生・高校生で比較すると

成長するにつれて、地域との関わりが希薄に

地域参画総量とは

市
内
高
校
の
魅
力
化

　

平
戸
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
市
内
の
小
・

中
・
高
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
年
々
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
市
内
の
中

学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
の
市
内
高

校
へ
の
進
学
率
が
特
に
顕
著
で
、
平
成
30

年
度
の
進
学
率
は
53
．
７
％
と
過
去
最
低

を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　

こ
の
ま
ま
市
内
高
校
へ
の
進
学
率
が
低

下
す
る
と
高
校
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
、

も
し
高
校
が
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

過
疎
化
が
急
速
に
進
行
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
高
校
の
魅
力
化

に
よ
る
若
者
確
保
対
策
の
検
討
を
平
成
30

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

未
来
の
担
い
手
を
育
成

鍵
は「
高
校
生
」と「
地
域
の
関
与
」

　

昨
年
７
月
、
市
内
の
中
学
・
高
校
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
中
学
生
と
高
校
生
で
は
大
き
な
意
識

の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中

学
生
は
、
全
て
の
項
目
に
お
い
て
地
域
参

画
総
量
が
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

高
校
生
は
、
部
活
動
や
進
学
に
向
け
た
勉

強
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
と
の
接
点

が
極
端
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
参

画
総
量
が
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　

　

な
お
、
将
来
、
平
戸
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
市
内
の
高
校
に
通
う
生
徒
は

わ
ず
か
25
．
５
％
で
、
進
学
後
、
平
戸
市

に
戻
っ
て
来
る
確
率
は
さ
ら
に
低
く
な
る

可
能
性
が
高
く
、
一
層
平
戸
市
の
未
来
の

担
い
手
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
、
平
戸
に
住
ん
で
ほ
し
い

平
戸
市
の
未
来
を
担
う

人
材
創
出
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

将来平戸に住みたいと思う生徒

応募資格
地域の応援団として以下の支援活動に協力できる事業

所・団体など（地域不問・どれか１つだけでも可）

①講師派遣・出前授業

②職場見学・職業インタビューなどの受入れ

③職業体験・インターンシップ・ジョブシャドウイング

　（企業、大学、行政機関などで、児童生徒が働く人

　に付いて職業を見学する取り組み）などの受け入れ

④生徒との協働事業・コラボレーション企画の実施

事業所のメリット
①ホームページやパンフレットなどに事業所名を掲載す

　ることで、事業所の広報やイメージ向上につながりま

　す。

②企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たすことができます。

③社員が生徒に教えることで、日常の業務を見直し、整

　理・体系化することができます。また、高校生の意見

　を聞くことにより、社員を刺激し、職場の活性化にも

　つながります。

お問い合わせ・申込先
企画財政課企画統計班☎内線２３３５

と
思
う
保
護
者
も
わ
ず
か
26
．
１
％
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て「
広
い

社
会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
の

ほ
か
は「
市
内
で
は
十
分
な
稼
ぎ
が
得
ら

れ
な
い
」「
市
内
で
の
就
職
が
難
し
そ
う
」

な
ど
、
将
来
を
不
安
視
す
る
声
が
大
半
を

占
め
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
未
来
」=

「
平
戸
の
未
来
」

地
域
の
応
援
団（
サ
ポ
ー
タ
ー
）募
集

　

平
戸
市
で
は
、
高
校
生
を
中
心
と
し
た

平
戸
の
子
ど
も
た
ち
に
社
会
の「
ホ
ン
モ

ノ
」を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で「
働
く
こ
と
の

喜
び
」を
伝
え「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」を
自
分

自
身
で
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
み
な
が
ら
、

将
来
の
こ
の
地
域
を
背
負
っ
て
立
つ
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材（※

）の
育
成
を
図
る
た
め

「
平
戸
市
の
未
来
を
担
う
人
材
創
出
サ

ポ
ー
タ
ー
」制
度
を
始
め
ま
す
。

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め「
平
戸
市

の
未
来
を
担
う
人
材
創
出
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
、
社
会
人
講
師
の
派
遣
や
職
業
体

験
に
加
え
、
協
働
事
業
や
共
同
研
究
な
ど

に
支
援
・
協
力
で
き
る
地
域
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
・
各
種
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
力
で
平
戸
の
未
来
の
担
い
手
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

平戸市の地域サポーターを募集します

申請方法
平戸市ホームページから申請書をダウンロードして、　

電子メール、郵送で提出してください。

平
戸
の
将
来
を
担
う
若
人
を
地
域
の
力
で
応
援

住みたい
25.5％

住みたくない
74.5％

便利な都市部で暮らしたい

希望する職が平戸にない

市内で就職が難しそう

平戸市に愛着がない

市内高校進学率（％）

（年度）
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２人に１人は
市外へ進学

将来平戸に住んでほしいと思う保護者

住んでほしい
26.1％

住んでほしくない
73.9％

集まれ！
平戸を応援する
熱血サポーター

※グローカル人材・・・・グローバルに物事を考える視点を持ち、その視点を活かして地域経済や社会に貢献する活動を行う人材のこと。

４人中３人は
平戸市に将来
住みたくない

住みたくない理由

（市内３高校に通う生徒の保護者） （市内３高校に通う生徒）
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